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アポロ計画以降、月は水に乏しい天体と考えられてきた。しかし、
2000年以降の月周回衛星により極域表面で最大5.6 wt%にも及ぶ大
量の氷が観測された。最近では、月隕石からモガナイトと呼ばれる
SiO2鉱物が発見され、月の地下に>0.6 wt%にも達する氷が埋蔵す
る可能性が見出された。本セミナーでは、月の水に関する研究背景を
紹介すると共に、月隕石から発見されたモガナイトの研究内容につい
て概説する。さらに、日本主導のもと検討されている月極域無人着陸
探 査 計 画 （ SELENE-R ） と 有 人 月 面 探 査 実 証 ミ ッ シ ョ ン
(HERACLES) の詳細について解説する。

月隕石NWA2727 NWA2727から見つかったモガナイトの
BSE像（左図）とラマンマップ（右図、
赤色はモガナイトが多い領域）


